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Ｊ
Ｒ
産
業
の
安
全
確
立
に
向
け
た
提
起

と
し
て
、
ま
ず
は
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
今
回
、
初
め

て
「
安
全
」
に
関
す
る
内
容
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
設
定
期
間
は
２
０
１
９
年
か
ら

Ｊ
Ｒ
連
合
労
働
政
策
部
長
︵
安
全
担
当
︶

鎗
光
俊
勝

安
全
確
立
の
た
め

組
織
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強
化
を
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連
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ら
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起
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中期労働政策ビジョン
（2019～2023）

ＪＲ関係労働者にとって相応しい働き方と
今後５年の到達目標

Ⅰ　総論

　１．未来を見据えた備え、時代を先取る先見性をもった対応の必要性

　　�　ＪＲ産業は、多種多様な業種・業態で構成される企業群であり、多くの人財によって成り立つ労働集約
型産業である。そこで働くすべての者が、安全で、安心して、活き活きと働き続けられる労働環境・条件
の整備を不断に行っていかなくてはならない。

　　�　一方で、ＪＲ産業を取り巻く環境は、激しく変化している。ＪＲ産業の持続的な発展のためには、すで
に顕在化している危機的な労働力不足のほか、今後の生産年齢人口の一層の減少やグローバル化による社
会・経済構造の変化、第四次産業革命が到来する将来などを見据え、私たちはより意識的に、仕事の進め
方や業務内容の見直し等を積極的に行っていかなくてはならない。そうすることによって「労働の価値」
を高め、一層魅力的な仕事と職場を創出していくことが求められている。

　　�　政府が経済政策としてクローズアップしている「働き方改革」にまつわる動向、すなわち非正規労働者
の待遇改善（同一労働同一賃金等）や、長時間労働の是正、子育て・介護の支援、女性活躍推進などと
いった動きについては、部外に言われるまでもなく、企業内労使の、ひいてはＪＲ産業の存亡をも左右す
る重要課題であり、将来を見据えた能動的な対応が必要である。

　２．大前提としての「安全」の確立、労働安全衛生に関わる取り組み　

　　�　ＪＲ産業の業種・業態は前述のとおり労働集約型産業と言われるものであり、安全確立にむけては
「人」が関わる要素が極めて大きい。したがって、各種事業の展開にあたっては、利用者の安全を確保す
ることがすべての基礎にあることは言うまでもないが、大前提として、従事する労働者が安全に、安心し
て活き活きと働き続けることのできる環境を整備することが必要不可欠である。

　　�　この間、ＪＲ連合および加盟単組は、福知山線列車事故をはじめとする鉄道事故、あるいは重大労災・
死亡事故を経験してきた。これら過去に発生した様々な事故・事象と、そこから得た教訓を決して風化さ
せることのないよう、節目ごとに総括・検証を行い、それを様々な機会を通じて内外に問題提起するとと
もに、安全確立にむけた取り組みを展開してきたところである。

　　�　お客様が死傷する事故はこれまでの取り組みにより確実に減少してきた一方で、ＪＲ関係職場で働く者
の労働災害については依然として歯止めがかかっていない。とりわけ協力会社等における労働災害の発生
率は相対的に高まっている。また、2017年12月に発生し、新幹線初の認定がなされた重大インシデントな
ど、事業の安全性を揺るがしかねない事象もたびたび発生している。私たちは、こうした現実をあらため
て重く受けとめ、交通運輸産業への信頼の原点といえる「安全」の重要性を自組織へ問い直すとともに、
今一度労使が危機意識を強く持って安全最優先の取り組みを徹底的に追求し、不断に取り組んでいかなけ
ればならない。

　　�　特に、過去の重大事故・事象にはヒューマンファクターが強く介在していることから、人間は必ずミス
を犯すという大前提を、あらためて重く受けとめ、強く認識したうえで、各種取り組みを進める必要があ
る。加えて、業務の逼迫や人手不足などが背後要因であることも多く、労働条件・労働環境の改善といっ
た「人への投資」が安全性向上に繋がるとの認識も深めるべきである。
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の
５
年
間
で
、
現
在
折
り
返
し
地
点
に
あ

り
、
今
後
改
訂
作
業
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
昨
年
の
定
期
大
会
に
お
い
て
お

示
し
し
ま
し
た
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
提
言
で

す
。
安
全
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
将
来
像
に
つ

い
て
産
業
政
策
、
労
働
政
策
の
観
点
か
ら

描
い
た
提
言
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
Ｊ
Ｒ
産
業
は

大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
社
会
の
変
化
が

進
む
中
で
Ｊ
Ｒ
産

業
が
持
続
的
な
発

展
を
遂
げ
る
た
め

に
は
、
労
働
力
不

足
な
ど
の
重
要
課

題
に
対
応
し
つ
つ
、

新
た
な
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
仕
事
の
仕

組
み
を
見
直
す
な
ど
、
大
胆
な
変
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
安

全
に
つ
い
て
は
、
不
断
に
追
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
課
題
で
す
。

安
全
は
絶
対
に
譲
ら
な
い
と
い
う
大
前

提
の
信
念
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
営
が
苦
し
い
と
き
こ
そ
安
全
を
意
識
す

る
と
い
う
こ
と
。
経
営
と
安
全
は
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
安
全
を
追
求
す
る
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
経
営
効
率
を
高
め
る
こ

と
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ

が
鉄
道
事
業
者
の
使
命
だ
と
考
え
ま
す
。

効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化
が
進
ん
で
い
く

中
で
、
安
全
を
軽
視
す
る
芽
を
摘
ん
で
い

●  『将来を見据えたＪＲ産業のあり方と私たちの働き方』を
ＪＲ連合第 31 回定期大会（2021.6.16）において提起。

●  従来の政策を基礎に置きつつ、急速に進む社会変化に対
応するため、今後の取り組みの指針として策定。

●  産業政策・労働政策の面から、今後進むべき方向性を明示。
●  「はじめに」において、『言うまでもなくＪＲ産業の安全の確

立なくして存続することはできない。経営と安全は一体の
ものであり、将来にわたって安全最優先を貫き、社会に信
頼される企業経営を持続させる』としたように、“安全”を
強く意識した上で、ＪＲ産業の将来像を語るものとなって
いる。
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Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
・
安
全
対
策
委
員
長   

芦
原 

秀
己

安
全
確
立
へ
の
実
践
活
動
に

有
意
義
な
提
言

事
例
報
告
を
生
か
そ
う

●  「安全は絶対に譲らない」
●  経営が苦しい時こそ「安全」を意識する
●  ＩＣＴ、新技術の活用方を「働く者の目線」から

安全面に問題がないか、働く者の視点で妥協なく
チェック機能を果たす→ヒト・人の果たす役割が重
要
組織内のコミュニケーションを大切に！

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
産
業
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
社
会
が
変
化

し
て
い
く
中
で
Ｊ
Ｒ
産
業
が
持
続
的
に
成

長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た
な
技
術
な

ど
を
積
極
的
に
活
用
の
う
え
、
仕
事
の
仕

組
み
を
見
直
す
な
ど
大
胆
な
変
革
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

安
全
を
不
断
に
追
求
し
、
高
め
て
い
く

た
め
に
は
会
社
の
施
策
に
問
題
が
な
い
か
、

現
場
基
点
で
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基
調
講
演
で
は
、

組
織
安
全
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
業
務
改
革
と

安
全
管
理
の
あ
り
方
な
ど
を
通
じ
て
、
今

後
の
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
方
、
向
き

合
い
方
に
つ
い
て
大
事
な
示
唆
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
は
「
ゆ

る
ぎ
な
き
安
全
」
を
つ
く
る
と
い
う
観
点

か
ら
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
航

空
連
合
に
お
け
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
同

じ
交
通
運
輸
産
業
に
従
事
す
る
組
合
と
し

て
大
変
参
考
に
な
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
な

ど
単
組
や
エ
リ
ア
連
合
の
取
り
組
み
も
紹

介
さ
れ
、
有
意
義
な
情
報
と
な
り
ま
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た

視
点
、
取
り
組
み
事
例
を
職
場
に
持
ち
帰

り
、
実
践
・
展
開
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

現
場
で
の
検
証
活
動
や
労
使
協
議
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
職

場
内
、
組
織
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実
に
よ
る
組
織
力
、
チ
ー
ム
力
の
強

化
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
新
技
術
の
活
用
を
働
く
者

の
目
線
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
労
働
力
不
足

へ
の
対
応
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
低
減
、

安
全
性
の
向
上
な
ど
に
繋
が
る
活
用
を
私

た
ち
か
ら
提
言
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
面
か
ら
労
働
時
間
や
業
務
量
、
要

員
体
制
な
ど
が
適
正
か
ど
う
か
、
働
く
者

の
視
点
で
そ
れ
ら
に
対
し
て
妥
協
な
く

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め

に
も
や
は
り
組
織
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
強
化
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

航
空
連
合
よ
り
学
ん
だ
ア
サ
ー
シ
ョ
ン

や
確
認
会
話
な
ど
の
安
全
文
化
が
、
Ｊ
Ｒ

連
合
で
は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
へ
と
広
が
り
、

平
素
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
と
し

て
根
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
単
組
や
エ
リ

ア
連
合
の
内
外
に
お
い
て
も
権
威
勾
配
に

屈
す
る
こ
と
な
く
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
や
確

認
会
話
を
実
践
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
、
組
織
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め

て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
組
織
力
、
チ
ー
ム

力
を
着
実
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
安

全
に
対
す
る
持
続
的
な
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

閉
会
あ
い
さ
つ


